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父　兄　各　位

昭和44年10月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明　治　大　学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学短期大学

　６月以降の本学の事態につきましては，各位に多大のご心痛をおかけいたしております。

ことに学事として正大な授業をおこなえず，また前期試験も延期を余儀なくされましたこと

については，まことに遺憾であります。

　本学は，最近の「全国全共闘」系など学生集団の動向と大学の現状から，全校舎を閉鎖し，

休校中であります。

　つきましては，すでに９月末にいたります学内状況については「学内状況について」の印

刷物でお知らせしましたが，その後の状況につき「その５」をお送り申し上げましたので，

ご高覧のうえ大学の現状ならびに措置についてご了承くださるようお願いいたします。

　大学としては，事態の打開のた妬にこんごともいっそうの努力をつづける所存であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　追　伸

　大学は学生諸君へ状況・通知事項をお知らせするためつぎの電話でテレフォン・サービス

を行なっていますのでお知らせします。

　　　　　　　　　　電話番号　東京（03）293－5831（代表）
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最近の学内状況に ⑤てしつ

昭和44年10月

　明　治　大　学

　９月20日にいたる本学の状況は「学内状況に

ついて」・４号まででお知らせしましたが，10月

９日のバリケード対談を排除し，大学による全

学閉鎖・休校措置の経過を含めた，10月21日ま

でのその後の状況をお知らせしますo

　９月24日（水）午後１時から八幡山グラウンドで開

催予定の全学教職員集会は,あいにくの雨天に加えて，

‘「全共闘」学生による「集会粉砕・阻止」行動から生

ずる混乱に対して，教職員の身体の安全を確保する見

込みがたたなかったため，これを中止することになり

ました。

　大学は，教職員集会を開くことは不可能と判断した

聯点で「学長所信」を文書で教職員に配布することに

,よってこの「集会」に代えることにしました。

　和泉校舎に集合していた学生は，この中止を知って

その後駿河台校舎方面その他に分散しました。

できないことは，まことに残念でありますが，卒

直なご意見を各部署の機関において交換していた

だき，こんごとも仝教職員のご協力を得て大学の

正常化を達成したいと念願いたします。

　1，授業再開にのぞんで

　９月に入り，休暇明けを迎えた各大学において

は，「大学法」制定の影響もあって，授業再開の

ための紛争解決には，それぞれ極めて困難な問題

に遭遇し，苦慮していることはご存知のとおりで

あります。

　本学においても，すでに６月下旬に封鎖されて，

教育・研究を行なうことが不可能になっておりま

すが，大学の社会的責任，私学本来の性格・立場

を考えれば，いたずらに坐視して時をすごすわけ

には行きません。10月には後期授業を開始しなけ

ればならない必要に迫られています。

　われわれは，夏期休暇中さまざまな時間的，場

所的制約を受けながらも，正常化に関する検討を

重ねてきました。また，各学部においても教授会，

各種委員会がたびたび開かれ，「大学問題」など

について，それぞれ研究討議をつづけてきました。

その結果，各種の問題について大学当局の考え方

を述べ，まず，教職員の意思を統一する段階にい

たったわけであります。

　引きつづき学生との意思の疎通をはかり，あら

ゆる努力によって，速やかに学園の正常化を実現

たいと考えております。

　　　　　当面する学内事情について

　･教　職　員　各　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　長

　去る９月24日（水）に全学教職員集会か開かれ

7る予定でありましたが，前夜半からの雨のため，

洽場にあてられていた八幡山グラウンドの状態が

⊃極めて悪かった

る学生の動きが活発となり，なりゆきによっては

非常な混乱が生ずることか予想され，教職員の安

･全を保障する見込みが立たなかったため，中止す

,るのやむなきにいたりました。

　立看板などから判断して，今後この種の集会か

'平隠に開かれる可能性は極めて少ないと考え，こ

の集会のために用意した学長の所信を文書でお配

りすることにしました。

全学教職員集会で,､直接意見交換をす'る'こと､が1

　　以下，正常化に向って大学か当面する諸問題に

　ついての考え方を述べ，教職員各位のご協力を得

　たいと思います。

　　2.　学生との話し合いについて

　　学園の正常化のために，全国各地の大学では話

　し合いによる自主解決の方策が成功せず，不幸な

　事態を招いていることは，各位め周知されている

　ととろであります。今日の大学紛争は，自主的解

決の望みのないものであるという考え方か強ま､づ
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ていることも，事実であります。他大学の例を見

ても，学生運動の動向は激烈の度を加え，教職員

および学生諸君の安全を考慮すれば，有効な話し

合いの場を持ちうる展望は極めて暗いものかあり

ます。

　しかしながら，本学においては，大学自治の基

本的態度として，学生との話し合いによる解決を

安易に放棄すべきではないと考え，教職員，学生

の一致した努力によって，今後も話し合いの可能

性を模索しつづけたいと思います。

　また，学生諸君に対しては，学生自治の本来の

姿をとりもどし，学生大会など民主的手続によっ

て，平和的解決の方向を見出すよう，強く要望し

たいと思います。

　3.「大学法」について

　去る８月３日「大学の運営に関する臨時措匠

法」か成立し，同17日に施行されましたか，この

「大学法」の制定に際しては，同法が「紛争に対

するわれわれの自主的解決への努力を度外視した

もの」であり，あまつさえ，制定過程に多くの疑

念があるとして，すでに去る８月６日に学長名の

抗議声明を発表いたしました。

　今後この法律に対しては，当面は自主的解決に

向けて努力を続けることによって，同法を実質的

に名目化するとともに，現状において可能な限り

文部省に対する紛争報告は行なわない方針であり

ます。また，あらゆる機会や組織をつうじて同法

改廃の推進を呼びかけ，同時に，臨時大学問題審

議会への参加を拒否し，また学内からメンバーを

送らないという態度をとりたいと思います。なお，

先日本学に送付された中教審アンケートは一括返

上しました。

　4.　大学改革について

　本学の紛争も含めて，全国の学園紛争の根底に

は，わか国の大学か社会の発展にかならずしも十

分対応してこなかったという問題かあることは否

定できません。したがって，紛争の根本的な解決

のためには，大学改革への積極的な姿勢が必要で

あると思われます。

　　　　　　　　　　　　　k　･¶　　　　　　・
･fゝゝk

　本学において学生諸君から出された諸要求につ

いては，すでに大学側の見解を示してありますが。

基本的にはそれを変更する理由はないと考えます｡．

そのうち学生部については，従来その役割につい

て誤解があったと考えられますので，さしあたっ

て性格・機構などを明確にする必要かあると考え、

いずれ学内諸機関にはかる予定であります。また

寮については，学生と協議すべき寮規程ならびに

同細則について大学側の案を検討中であります。

処分問題については，大学自治のあり方に密接に

関連する事項であり，全体的な検討の中で処理さ

れる必要かありますが，基本的方向としては，処

分制度の改革にあたっては学生の意見を十分取り

入れる必要ｶ拓ると考七tもﾆ心.-

なる行為をあらかじめ明確に規定しておくことら

必要であり，処分対象者に審議決定の過程で反

論・弁明の機会を与えることも配慮すべきであろ

うと考えます。

　なお，６月27日の連合教授会で大学改革のたぬ

の委員会設置の方針を明らかにしましたが，この

方針にそって「大学改革準備委員会」か学長跡目

以
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機関として７月当初から発足を見ました。この委

員会を設けた理由は，今日の明治大学の機構，あ

･るいは管理・運営には改善すべき点かあるために，

大学全体として組織的に取りくむ必要があるから

であります。

　本来大学の改革は日々常に行なわれて行かなけ

ればならない性質の問題であります。学生諸君の

問にはバリケード封鎖を解除すれば大学改革の姿

勢か失われると懸念するものもあるかもしれませ

.ん。このような危惧もたしかに本学のこれまでの

経過からみて全くなかったとはいい切れません。

･今後改革を進めるにあたっては，全教職員・全学

生の徹底した民主的討議が実質的に行なわれるよ

う保障し，その結果か実現されるようにしなけれ

ばならないと思います。現在作業をすすめている

1「準備委員会」は，このような姿勢にもとづいて，

大学側の改革案作成の準備をしているものであり，

その答申を全教職員の討議にかける予定でありま

す。

　大学としては，このような大学側の準備作業と

並行して，学生の間にも改革の具体的討論か行な

.われることを期待し，学生の参加を呼びかけて全

一学的な「改革委員会（仮称）」を発足させたいと

考えております。

　以上授業再開にのぞんでの所信を述べました。

今日大学紛争は，一個別大学か対処できる範囲を

越えつつあり，極めて解決の困難な問題でありま

すか，幸い本学においては，教職員各位の一致協

.力によって今日にいたりました。ますます困難の

炭を加える今後，従来にましてご苦労をお願いし
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なければならないと思いますか，一層のご協力を

お願いいたします。

　９月25日（木）駿河台校舎学生会館周辺と大学院前

に，かねてから「金共闘」学生かその解体を叫んでい

る「大学改革準備委員会」との団交を９月29日（月）

に開催する旨の看板か「金胴金共闘」の議長名で出さ

れました。しかし，この時点では，前記「委員会」に

対する「団交士の申し入れはなされておらず，一方的

な掲示でありました。

　９月26日（金）付属中野高校で開催予定の法学部教

授会は法学部闘争委員会の同会阻止の動きにより，こ

れを中止することにしました。

　９月27日（土）付属明治高校で開催予定の商学部教

授会は，24日以来の学生による大学側集会に対する一

連の「粉砕・阻止」の動きにより中止することになり

ました。この日，25日に看板の出ていた「大学改革準

備委員会との団交」を29日（月）午後４時から記念館

で開催するよう「金肥金共闘」の本開展豪宕を通じて

電話で要請がありました。この申し入れについては，

大学改革準備委員会委員長木村礎教授からつぎのよう

に拒否の回答をしました。

　　　　　　　　回　　答　書

　９月27日付で串し入れのあった「大学改革準備

委員会との団交」について，次の理由で拒否しま

す。

　（理由）大学改革準備委員会は大学改革につい

ての教職員の討議に供する試案作成の委員会であ

一 ３
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り，調査・研究のための準備機関である。この委

員会の報告は教職員の討議資料となるものであっ

て，大学の方針の決定執行はもとより，立案のた

めのものでもない。学生との関係についていえば，

委員会は学生の間にも大学改革のための討議がす

すめられ，教職員，学生合同の「大学改革委員

会」（仮称）が作られて本学の改革方針か決定さ

れることを期待しており，大学改革委員会設置を

提案している。大学としては，この提案を容れて

それを設置する方針を学生諸君に提案している。

　以上のような性格から，この大学改革準備委員

会は他団体，あるいは個人と「交渉」または「話

し合い」をする立場にはない。

　なお，委員会は大学改革についての各方面の意

見が文書でよせられることを拒むものではない。

　　　　　　　大学改革準備委員会

　　　　　　　　　　委員長　木　村　　　礎

　９月29日（月）大学改革準備委員会から「団交」拒

否の回答をえた「金肥金共闘」は「団交拒否弾劾集

会」を呼びかけていました。

　９月30日（火）午前６時すぎ，駿河台校舎１・２・

４・５・１１号館，記念館，大学院，学生会館に警視庁に

よる立ち入り捜索がおこなわれました。

　これは，この日予定された「日大法学部，経済学部

校舎奪還」を叫ぶ，日大全共闘の学生を主体とする全

円全共闘系の学生による行動のために，本学内に凶器

となる器材，器具が運び込まれているという「凶器準

備集合」と９月４日，９月11日の「公務執行妨害」披

疑に関しておこなわれたものでした。

　これに関達して，つぎのように警視庁公安部長，警

備部長から学長あての要望書がきました。

　　　　　　　　要　望　書

　当庁においては本朝，去る９月４日，11日およ

び30日の凶器準備集合，建造物侵入，暴力行為等

処罰に圓する法律違反，公言執行妨害披疑事件に

関して，貴大学１・２・４・５・１１号館，大学院，

記念館，学生会館（新・旧）の捜索差押を行ない

ました。

　この捜索により角材，鉄パイプ，石塊，空びん

等多数の凶器，危険物を発見し，これを押収しま

したか，学内には依然として極左暴カ学生等数十

名の泊り込みもみられました。

　貴大学施設は，これまで再三にわたり極左暴力

学生集団の拠点として使われ，治安上大きな障害

を与えていることは，貴大学関係者におかれても

十分ご承知のことと存じます。

　当庁においては，このような事実にかんがみ,、

警備・公安両部長，神田署長および高井戸署長か

ら合せて15回にわたり貴大学に対して　　．＿

　○　極左暴力学生の学内泊り込みおよび集合場

　　所としての使用禁止

　○　凶器，危険物等の準備，貯蔵場所としての

　　所用禁止

など，集団暴力追放のために適正な管理措置，そ

の他の方策を講ぜられるよう要望してまいりまし

たが，今なお従前と変らない状態が継続されてい

っ
て
い
る
の
は
、
す
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て
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ることは，まことに遺憾であります。

　貴大学におかれては，この事実を直視し暴力追

放のために積極的措置をとられるよう，ここに重

ねてつよく要望します。

　昭和44年９月30日

　　　　　　警視庁笥僕部長　下稲葉　耕　吉

　　　　　　警見守公安部長　山　本　鎮　彦

　明治大学学長

　　　巾　川　雷　弥　設

　学生の出した看板によれば，午後１時から記念館講

堂で「全明億決起集会」か開かれることになっていま

した。午後１時30分ごろから学生会館前に，主として

口火，中大の学生か道路にあふれるほど，（約400～

500名）の集合，また午後３時ごろには記念館講堂に

社学同系の明大・中火・専火・明学火・独協火等の学

生か集合，それぞれ集会を開き「日大法・径学部奪

還」の気勢を上げていました。

　このような学生の動きに対し，駿河合校合周辺には

本学をとり囲むように，また，中火校合，駿河台下通

り方面にも多数の警視庁機動隊か警備のため配備され

ていました。機動隊の⊇公館こで本学内周辺にいる学

生は容易に行動できずにいましたが午後４時すぎから

各所で効きが現われ，これを機に各所で機動隊の規制

が始まりました。

　その後，駿河台校舎前の通りには，ヤジ馬を含めた

多数の学士か集合し，学生と機動隊との間の混乱がま

すます大きくなりました。学生は大学院校合内から道

路に向けて，「火炎ピン」を多数投げつけ一時は交通

糾
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も海岸する状態となりました。

　そのうち，新聞に報道されたように本学・中人・日

天を中心として，駿河合周辺の各所で学生のゲリラ的

行動が始まり，夜遅くまでこの付近は大変な混乱状態

となりました。しかし，午後11時ごろになりようやく

付近も平静をとりもどし餓動限もひきあげました。

　10月１日（ﾌ）（）本学はこの日から「後期」にはいり

ました。しかし，６月以来の異常事態も，対策本部を

はじめとする教職員の努力にもかかわらず好転は望め

ず，むしろ学生の動向は「学園内闘争」から「政治闘

争」へとエスカレートする傾向を強める様相を呈して

きました。したがって後期授業の開始もできないた

め，新聞紙上に次の広告を出しました。

　
　
　
　
明
治
大
学
学
生
諸
君
へ

　
本
日
か
ら
「
後
期
」
で
す
が
現
在
も
学
内
は
異
常

事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
学
は
で
き
る
だ
け
早
く

仝
学
的
な
指
令
を
問
く
予
定
で
す
の
で
、
自
宅
宛
送

付
し
た
「
学
内
状
況
に
つ
い
て
」
特
に
「
後
期
開
始

に
あ
た
っ
て
学
生
諸
君
に
訴
え
る
」
を
よ
く
読
ん
で

下
さ
い
。

　
　
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
　
治
　
大
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
学
短
期
大
学

　前夜の本学局辺の混乱により，午前中は学内にいる

学生も少数となりましたか，各号館，大学院校舎等

は，「仝共闘会議」の無謀な破壊による荒廃に加えて，

一
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前日の混乱によって廃虚に等しい荒れ方で，目をおお

うばかりの惨状となりました。大学は大学院校舎には

各研究宅に学術用図書等かおるため，盗難防止等の管

理措匠をとりはじめましたか，正午すぎ再び学生が実

力で封鎖しました。大学は９月30日（火）の付近の混

乱によって市民生活へ強い不安を与えたことから，本
　　　　　　　　　-－･r¬　4「s3　・/･｀-￥「w●ﾐ‾-●vご〃/　i

学施設をこのままのいわゆる拠点校の状態に放置する

ことはできないと判断しました。そして，従前の径験

と最近の「全共闘」学生の勁向から学生との話し合いｊ

の姿勢はあくまで堅持したいと欲しながらも，全共同

学生に対するいわゆる「団交」という話し合いのスケ

ジュー’ﾚでは早急に事態収拾を望むことはできないと

考えました。

　そこで、これ以上事態を放置することによる大学の

荒廃と「全国全共闘」系学生の活動拠点化を防止し，

付近住民の不安を解消するためにも，早急に全学生に

事情を訴え，正常化への努力を推進する必要があると

考え10月４日（土）午後１時から八幡山グラウンドで

「全学集会」を開催することを決定しました。

　　　　異常事態下の本年度後期を迎えて

　さる６月以来，本学は全学バリケード封鎖とい

う毀常丿態下にあり，教職員各位の正常化へのご

尽力にもかかわらず，なおいくたの難関を乗り越

えなければならない状態にあることは，まことに

憂庖にたえません。

　申すまでもなく，全国的な大学の異常状態は，

それぞれ個別大学の問題として対処し，解決する

ことが困難である段階を示し，学生の動向も日増

-

しに激烈化しています。したがって，本学正常化

の方策もこのように激動する状況を考慮にいれて，

今日の大学問題が提起するさまざまな問題と関連

して，本学独自の根本的改革の方途を見出しつつ，

それを推進する姿勢と決意をもって当面の事態収

拾に当たらなければならないと考えます。

　学生か提起し,行動する問題に対しても,教育・

研究の坦にふさわしい良識と英知をもって，忍耐

強くしかも厳然たる態度で臨まなければなりませ

ん。

　本学は，これまで平常時においても結成的に必

要な改革と改善の問題に取り組んてきました。

　しかし，今日的にこれを考えればまだ不十分で

あって，反省とともにいっそうの努力をしなけれ

ばならない多くの問題かあります。

　理事会においては，経営上の諸点について積極

的に改革・改善について討議をすすめていますが，

本年度学年暦による後期を迎えて，学内の事態は

いよいよ猶予をゆるさざる重大な時期に到来した

のであります。

　現段階においてまず必要なことは，一日も早い

学内正常化であります。

　教職員各位には，この難局か打開できるような

おいっそう一致してご協力くださるよう，新学期

を迎えてとくに希望します。

　教　識　員　各　位

　　　　　　　　　　兄事長　水　野　東太郎

10月３日（金）本日付で学長あてに出された「仝明

６－
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全共闘」（９月13日結成）と「全二部共闘」からの「団

交」要請に対し拒否の回答をしました。

　また，全学集会を10月４目に開く予定のため，新聞

紙上で全学生の参加を呼びかけました。

　　　　　　　　要　請　文

　大学立法反対から開始された我明治大学のバリ

ケード闘争か，同時に学内において築きあげられ

つつあった学長の行政権力の肥大化＝中教審答申

の具体的内実化としてあったことを我々は指摘し

て来ました。今日学長の諮問機関として作られた

大学改革委員会なるものが，学長宗専門委を事務

局スタッフに置き，活発な活動を続けていると聞

きますか，学生はおろか，教職員の開でさえ，そ

の具体的内容が明らかにされていない。しかるに

来る４日に全学集会なるものをもち闘争収拾を策

していることは，大学立法の適用と同等の意味を

しか持ち得ない。従ってまず始めに学長と，大学

改革委がわれわれ学生および，全ての大学人の前

に現段階における改革案討論の内容を明らかにす

べき団交を左記の要領によって要請する。

　　　　　　　　　　　記

Ｉ　場所　明治大学記念館

１　時間　昭和44年10月６ロ　午後３時より

　尚明日までに改革案の現拍均内容を文章をもっ

て全て明らかにして下さい。

　昭和44年10月３日

　　　　　　仝明全共闘議長　関　口　成　－

　　　　　　全二部共闘議長　本　問　晟　豪

　学長・大学改革委員会　殿

‘
Ｆ
和
泉
第
一
校
舎
正
面
１
階
階
段
付
近
。
９
日
の
機

動
隊
導
入
を
事
前
に
知
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
り
、
か

な
り
の
吉
川
を
焼
い
た
跡
を
各
所
に
残
し
て
い
っ

た
。

　　　　10月３日付要請文に対する回答

　「大学改革準備委員会」については，先般（９

月29日）大学改革準備委員会委員長名で諸君に回

答したとおりの機関であり，それ以上のものては

ない。

　また大学は，かねてより諸君に説明していると

おり大学改革についての検討を進めているが，ま

だ大学改革準備委員会としての成案はできあかる

にいたっていない。このような段階で「話し合

い」の場をもっても無意味であると考える。

　以上の理由で10月６日の話し合いには応じら

れない。　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　昭和44年10月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　長

　仝明仝共闘　関　□　成　一　殿

　仝二部共闘　本　間　晟　豪　殿
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本
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、
学
生
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に
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学
の
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開
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す
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全
学
生
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を
要
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し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
日
時
　
十
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら

一
、
場
所
　
本
学
ハ
膳
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
○
交
通
の
使
　
京
王
線
　
ハ
幡
山
駅
下
車
徒
歩
約

　
　
　
　
　
　
　
十
五
分

　
○
学
生
は
必
ず
「
学
生
証
」
を
持
参
の
事

　
○
当
日
雨
天
で
も
開
催
す
る

　
　
昭
和
四
十
四
年
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月
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（注）上記新聞広告は，朝日，毎日，読売の三根に

　　挑戦しました。
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　10月４日（土）新聞紙上で知らせたように，当日ハ

篠山グラウンドで全学集会が聞かれましたが，全共同

系学生の激しい妨害によって学長の所信表明は全く行

なわれずに散会の止むなきにいたりました。

　このロ，午後１時15分，ハ篠山グラウンド陸上競技

垢に集った数子名の教職員，学生の前に学長か応らわ

れ，所信表明を行なおうとマイクを手にしたとたん，

あらかじめ演壇直前の学生彦坂前列に陣取っていた全

共闘茶学生（約100名）の一部がアッという圓に壇上

にかけ応力句，学長の手からマイクを奪い，学長らを

演壇から暴力的に引きずり下ろしました。これと同時

に，椙呼応していたごとく，会場の外に待機していた

他大学学生の一団かラグビー場の金網を破って会場に

乱入し，演壇を占拠してアジ演説を行なっている明大

全共闘学生の拍手を浴びてグラウンドをデモ行逞しな

がら気勢を挙げ，合同してインターを歌ったり，「全

学集会粉砕」「直ちに大衆団交を開催せよ」などと叫

び続けました。この間に，授業再関沢の体育会学生と

小ぜり合いなどもあり，旗をかざしスクラムを拉みな

がら続々登場して大学当局弾劾演説をつづける学生た

ち，明大校歌を歌う学生たち，これらの勁きをぼう然

と見まもる学生たち，更には全共闘の妨害を糾弾する

集会をアメリカン・フットボール場で開こうとハンド

マイクで呼びかける学生たち一一-このように会場は隨

然として収拾のつかぬ混乱におちいりました｡そこで，

全教職員，全学生を前にしての学長の所信表明を壇上

で行なうことかできなくなったため，やむを得ず大学

は別に用意したマイクから，学長の代理者か学長の所

信表明を読み上げました。しかし，一部の学生集団は

混乱にまぎれて会場のスピーカーの配線を切断しまし

た。

　この妨害行為の約１時間後，学長は少数の教職員に

守られながら，再度所信表明を試みようとして，ラグ

ビー掲より壇上に向かいましたが，そのとき演壇周辺

に集っていた共岡沢学生が大挙して学長周辺に殺到し

て，学長，総長，理事長などを取り囲み「大衆団交」

の開催と，それへの出席を強要してもみ合いとなりま

した。その間に理事長は心臓発作を起こし，救急車で

千歳診療所に遥ばれました。また木下半治理事は，演

壇上で激しい追及を受けました。間もなく拘束を解か

れました。以後は，浪浪周辺で気勢を挙げる共岡沢学

生のアジ演説，アメリカン・フットボール場ての体育

会学生を中心とする全共闘弾劾演説，ラグビー場ル阻

での民主ｲﾋ行動委員会及び自由主義研究会の諮会，そ

れらの会合を見守ったり，加わったり，教職員と立ち

話しをしたり，大学側から何等かの指示・説明を期待

ずる一般学生たち，という状態か読いたあと，信復し

たマイクで午後３時すぎ閉会か宣言されました。

　そのご学生たちは４時頃までに解散しました。

　なお，当日次のような学長の「明治大学全学集会に

あたって」のパンフレットを参加した教職員・学生全

員に配布しました。

　　　　　明治大学全学集会にあたって

　わが明治大学は今危機の中におかれている。大

学はそのことを全数侃侃ならびに学生諸君に訴え

る必要かあると考え，全学集会を呼びかけるにい

たった。全学集会という方法によった理山は，大

学の現状が他の方法によっては打問てきないから

込
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。

机
、
椅
子
な
ど
で
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
、
目
も
射
し

内
部
。
書
類
は
散
乱
し
、
各
教
室
、
事
務
室
内
の

哺
和
泉
第
１
校
舎
１
階
に
あ
る
各
学
部
教
務
事
務
室
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てあり，いまこそ全教職員・学生の意志の結集を

必要とするからである。

○バリケードの意味するもの

　現在みられるバリケードは，大学の「改革」で

はなく，その「解体」を主張する極めて少数の学

生のためのとりでとしてのみ存在する。当初は

「大学間居」の解決を目指して築かれたかに見え

たバリケードも，現在では，いわゆる「思想の物

辻比ム政治闘争の具と化したことは周知の事実

である。「永続闘争」を則･ぶ学生たちの拠点化の

象徴としてのバリケードは，彼らの「闘争」に組

しないものをすべて排除する。

　大学の自治は，大学が教育・研究の場である時

にのみ存在する。バリケードはこの自治を放棄し

たことを意味するものといわざるをえない。大学

は自治をとりもどさなければならない。かりにバ

リケードに大学改革への意ｍが託されていたとし

ても，もはやバリケードは大学改革を阻害する以

外の何ものでもない。なぜなら，それは自由な話

し合いを，かたくなに拒否しているからである。

○いわゆるF団交」の意味するもの

　学生諸君の自治組織の代表者である「中低」を

中心とした，これまての数回にわたる，いわゆる

「団交」でさえも，話し合いのルールを悠長した，

一方的なおしつけになったことは，これらの「団

交」に参加したものがひとしく認めるところであ

ろう。「中低」を中心とする，主として「大学問

題」をめぐる話し合いでさえこのありさまであっ

てみれば，「大学解体」，「永続闘争」を主張する

全共闘の諸君との，しかもバリケード内での「団

ー
和
泉
第
１
校
舎
２
階
の
教
室
。
ご
ら
ん
の
と
お
り

何
も
残
っ
て
い
な
い
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あ
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の
は
、
そ
な
え
付
の
黒

板
と
放
縦
、
そ
れ
に
運
び
込
ま
れ
た
丸
テ
ー
ブ
ル
一

つ
…
…
。

一

交」に，何らかの解決への実りを求めることは極

めて困難であり，むしろ無意味であると考えざる

をえない。従前のような「団交」の持つ訪米を深

く再考すべき股階にきたというべきであろう。

Ｏ「仝共闘」とその運動

　学生諸君は，それぞれが明治大学の学生自治組

織の一員である。大学は「中秋」こそ諸君の唯一

の代表機関であると考え，それが諸君の意志を集

約して話し合いを持つものと判断したからこそ，

「中低」との話し合いに応じ，これをパイプとし

て交渉を続けてきているのである。したがって，

すでに提起された諸問題，なかんづく「６項目」

についてはすでに大字引の見解を表明した。それ

らの中には，一部分の学生のみに関係する問題も

含まれてはいるが，それらかすべて仝学生諸君の

要望でもあると考えたからである。

　ところで「仝共闘」の組織は，学生諸君の自治

組織が，もはや「闘いのための組織」としては艇

力化したものとの考えからうまれたものである。

また，当初における「大学問題」の提起は，その

組織づくりのための手段であった。大学は全学生

の意志を尊重する建前を員いてきたか，「仝共闘」

は「問うものの組織」と称して「大学問題」を踏

み合とした歌治闘争にはしり，その方向も社会的

には現体制打倒，学内的には，「大学解体」を目

指して大学内諸機関・各種委員会の粉砕を叫ぶに

いたっている。しかもかれらの政治闘争は，特定

思想の「物質化」としてあらわれ，それがさらに

破壊的，暴力的傾向を帯びてきている。このまま

推移すれば，連日新聞紙上に報道されているよう

９－
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な陰惨な「内ゲバ」の発生が憂慮される。　一方で

は市民生活に強い不安を与えた，９月30目の本学

周辺での混乱に見られるような事態が置き起こさ

れている。

　この状況の中で，諸君の代表機関たる「中秋」

も漸次その本来の機能を夫いつつあるかにみえる。

たとえば，大学の警告にもかかわらず，他大学共

闘学生の学外退去処匠さえ行ないえないありさま

である。その結果，教室・図書館・研大宗・事往

生その他医務室にいたるまで，多くの施設が徹底

的に破壊され，その荒廃には慄然たるものがある。

　このまま放置すれば，大学の存立も危ぶまれる

といわざるをえない。学生諸君は，大学の現状を

直視すべきである。これを傍観すれば諸君は，現

在の「全共闘」とその言動を客観的には承認する

結果となるであろう。そうであれば，学生自治は

破産したものと考えざるを得ない。学生諸君が本

来の学生自治の回復に立ち上ることを切望する。

○「大学改革」の方向について

　戦後，いわゆる新制度の教育か発足してすでに

約20年を経過し，これに対する批判的な見解も示

されており，改革意見も少なくない。いわゆる

「大学問題」と呼ばれるものの中には，大学制度

全般の問題のほかに，個別明治大学に固有の問題

もある。大学は，それぞれの部署において改める

べきは改めるという努力を積み重ねてきたし，す

でに実現をみた而もある。それにもかかわらず，

卒直にいって万全の策を講じたともいい切れない。

この点について大学全員が，十分自覚することな

しには，今後の大学改革への道は聞かれないであ

ろう。この考えにたって，今般，大学内に「大学

改革準備委員会」を設けて，大学における諸問題

を改革の方向での討議・検討をすでに始めている。

この委員会によって準備された答申を全教職員の

討議にかけ，学生諸君の参加を求めて「大学改革

委員会」（仮称）を発足させる予定である。また

各学部においても，それぞれこれまでの改善をふ

まえて，いっそうの改革に向っての研究・討議が

行なわれている。

　そのためには，大学側の準備と同様に，学生諸

君の間でも，大学改革に関する具体的討論をすす

め，前向きの試植的提言を準備し，これに参加す

るよう強く要望する。

　大学は，大学改革への努力をもって，単に紛争

解決のための具とする考えは全くない。また，学

生諸君の中には，あるいはバリケード解除は大学

側の改革への姿勢を失わしめるものと心配するも

のもあると聞くか，その懸念も全くない。

　学生諸君の協力をえて，全学一致してすみやか

に学園の正常化を達成することを念願する。

　以上，大学の見解を表明する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　昭和44年10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　長

　10月６日（月）10月４日にハ幡山で開催された全学

巣今は，以上述べたように，一部の全共闘系の学生の

妨害により流会となりましたので，次のような学長の

「全学集会の経過」のパンフレットを教職員に配布，

労
で
あ
る
。
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学生に郵送しました。

　　　　　　　　全学集会の経過

　明治大学の危機を打開する目的で開催を試みた

10月４日（土）の全学集会は，一部の全共闘系学

生の妨害によって流会のやむなきにいたり，大学

当局の考えを全教職員・学生に直接訴えることが

できなくなりました。

　当日午後１時15分八幡山グラウンド陸上競技場

に集った数千名の教職員・学生の前に学長かあら

われ，所信の表明を行なおうとしたところ，演壇

川辺に集っていた全共闘系の学生が一斉に学長そ

の他当局者をとり囲み，マイクロフォンを奪って

学長らを演壇から暴力的に引きおろしました。そ

れと時を同じくして，会場の外に待機していた他

大学生の一団か，ラグビー場の金網を破って会場

に乱入し，同じく演壇を占拠しました。やかを得

ず大学は別に用意したマイクから，学長の代理者

か学長の所信を説明しましたが，上述の学生集団

は会場のスビーカーの配線を切ってそれも妨害し

ました。

　学長はその後，再度所信表明を試みましたか，

仝共闘系の学生は学長などをとり囲んで妨害しも

み合いとなりました。理事長はその間に心臓の発

作を起し，救急車で病院に運ばれるにいたりまし

た。

　このような状態となって，所期の目的を果たす

ことなく，全学集会は流会となりましたので，学

長が用意された所信をお送りし，大学の方針につ

ー
生
田
校
舎
工
学
部
事
務
室
内
部
。
壁
に
は
ス
ミ
の

よ
う
な
色
の
液
体
と
消
火
液
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現
の
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う
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ど
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いて全教職員・学生にご了示願いたいと思います。

　大学のおかれている現状は，教育機関としての

大学の責任はもとより，９月30日（大）駿河台校

合同辺でおきた日大校合奪還闘争による大混乱と

いう事態が社会に与えた脅威，そして大学の施設

の破壊状態が東大の場合を上まわり，これまで全

国の大学では見られなかったほどのものであるこ

となど，１目の猶予も許されない状態です。全学

一致して学園の正常化を実現するよう心から念願

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　昭和44年10月６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　長

　10月７日（火）記念館講堂で体育会総会が|則催さ

れ，次の決議が採択されました。（1仲秋リコール（2）

学生大会を開催し，バリケードを解除し，問題の自主

的解決をはかる。（3）バリケード反対（4）大学立法反対

の仝学生の意志統一をはがるため，明治大学有志連合

の発展的拡大を押し進める。

　引き続き，討論集会が行なわれました。

　９月30日の駿河台校舎周辺で起こった事態が「大学

問題」をこえて，市民にまで不安を与える異常な状況

を呈し，10月４日の全学集会も激しい妨害で開催する

ことができず，さらに「全共闘」系の政治闘争の企図

が明白になるにしたがい，大学の荒廃を防ぎ、大学の

11



社会的責任の見地からも，大学は次のような見解のも

とに全学閉鎖の決意をしました。

　　　　　　全学の閉鎖にあたって

　○他大学の共闘学生を含めた占拠学生による本

学内の破壊状態は，単に荒廃と呼ぶには余りある

ほど俳たるものがあります。これまでに機会をえ

て学内に入り，実際にこの惨状を目のあたりに見

た教職員の声を総合すれば，その荒廃の程度は，

われわれの予想をはるかに上回るものであり，い

ずれ詳細な数字の発表もあると思いますが，被害

総額はすでに数億円にのぽるものともいわれてい

ます。

　特に大学院の破壊は４階までにおいて極めて甚

だしく，図書の大半は今後の使用が危ぶまれるも

のとなり，医療設備さえもその損傷は少なくない。

もちろん各号館内の諸設備の破損の状態もみるに

冊えないものがあります。

　これらを修復し，事務機能を回復し，とりあえ

ず授業を開始するまでに要する時間は，具体的な

今後の教務関係・法人関係のスケジニールをまた

わばなりませんが，なお，最低2～4週間を要す

･るものと考えられます。

　010月を，11月の佐藤訪米を阻止する運動の蜂

起の月とする「全共闘」のスケジュールは，ほぼ

連日に及び，特に，いわゆる「赤軍」を中心とす

る戦闘的集団は，10月10日を「神田戦争」の日と

し，「パルチザン」による「ゲリラ戦」を企図し

ています。これはひとり「赤軍」のみの計画とは

考えられず，いわゆる「全国全共闘」なども，ほ

祗これに呼応する運動を展開するものと考えられ

ています。かれらは，神田を「唯一の拠点」とし

て、あらゆる暴力的行動によって，これを死守す

ることを考え，かつこれを広く呼びかけています。

　このまま放置すれば，本学は再び三たび，その

ための拠点と化し，去る９月30日を上回る騒乱の

とりでとなることは明白であります。そうすれば，

本学の被害は倍増し，さらに本学周辺の市民生活

に与える不安と実際の被害は前回を上回るものと

予想されます。大学の社会的責任の見地からもこ

のまま放置することは許されないものと考えられ

ます。

　○さる10月４日，八幡山グラウンドで全教職

員・学生の意思統一をはかるため関催した全学の

集会も，「全共闘」系の学生たちの激しい妨害に

よって，正常に行なうことができませんてした。

ことに他大学の学生集団の乱入は事のｍ大さを示

すものであり，大学としては何らかの自衛処置を

とらなければなりません。

　このような最近の状況をふまえて大学はやかを

えず，当分の間，全学を閉鎖し休校とする決意を

した次第であります。

　教職員・学生諸君はこの緊迫事態を十分認識し，

大学の処置を了承して，１日も早い正常化にご協

力ねがいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　　明　洽　大　学

　　　　　　　　　　　　　　明治大学短期大学

　10月９日（木）この日駿河台校舎では，午前６時30

分機動隊か待機のなかを学長，大学院長，各学部長が

各号館の学生に，

　「こちらは明治大学です。只今より，大学の于で，

建物を閉鎖しますから，中にいる者は，全員すみやか

に退去して下さい。

　中にとどまっていると，危険ですから，即刻外に出

てください。　　　　　　　　　　　　　　学　長」

と呼びかけました。そのご機動隊員によるバリケード

撤去作業が始められました。大学院を除く各号詣学

生会館は学生がすでに退去していたため，衝突はあり

ませんでしたが，大学院内には，６名の学生がたてこ

もり，火炎ビンを投げ，抵抗しました。午前７時，尾

上にあるオルゴール塔上で，全員逮捕されました。こ

の際，機動隊員が負傷しました。

　和泉校舎では，午前６時30分数河合地区と時を同じ

くして，機動隊が正門に到着，和泉地区責任者が学長

に代り学内に向けてマイクで封鎖学生に退去を呼びか

けました。そのご教職員と機動隊は各校舎、図書館，

研究室，学生会館，部室セｙター，生協会館，体育館

などに分散し，再びマイクで退去を呼びかけた後，バ

リケード撤去作業を始めました。しかし，学生はすで

に退去していたため衝突はありませんでした。

　一方，生田校舎では，神奈川県警機動隊が出勤し工

学部長か学長に代り，駿河台，和泉校舎と同様退去を

呼びかけました。午前７時バリケードの撤去を始めま

した。

　学生はすでに退去していて混乱はありませんでし

た。・‥
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　大学は，「全学閉鎖にあたって」（前掲）を配布し説

明しました。同時に次のような「告示」を各校舎に掲

示しました。

　なお，この全学開始・休校措毀について，新聞紙上

忙広告し多くの学生に通知しました。

　また，この日からテレフォン・サービスを実施する

ことにし，第１報として別掲内容を報知しました。

　　　　　　　　告

当分の間休校とします。

　10月９日

－
ぷ

明　治　大　学

明治大学短期大学

　　　　　　　　告　　　　　示

　当分の間，教職員以外の構内立ち入りを禁止

します。

　許可なく立ち入った者は，法律によってコせら

れます。

　10月９日

　　　　　　　　　　学校法人　明　治　大　学

　　　　　　　　　　　　　　　　理　　事　　長

　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　長

　　　　　　　　　゛　　　明　治　大　学　長

　　　　　　　　　　　　　　明治大学短期大学長
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　　　　　テレフォン・サービス(第１報)

こちらは，明治大学です。

　大学では，さる10月４日，八幡山グラウンド万

全教職員・学生の意思統一をはかるため，全学の

集会を開きましたが，「全共闘」系の学生たちの

激しい妨害によって，正常に行なえなかったこと

は周知のとおりです。ことに他大学の学生集団の

乱入は，事の重大さを示すものであり，大学とし

ては何らかの自衛処置をとらざるをえません。大

学は，これまで他大学生の学生の校内立ち入りに

対しては，退去を求めてきましたかききいれず，

今後は，９月30日に，本校周辺に起ったような危

険状態の続発か予想されますので，やむをえず，

当分の問全学を閉鎖し，休校とすることを決意し

ました。学生諸君は，この緊迫事態を十分認識し，

大学の休校処置を了承してください。

　なお，今後の処置はおって次々と連絡します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺　上

　全学閉鎖以来，駿河台・和泉校合では，特別の事態

はありませんでしたが，生田校合では11日以来次のよ

うな動きがありました。

　10月11日（土）学生が４号館に激しい投石を行ない

有刺鉄線の切断などの防害をくり返しました。

　10月12日（日）前日と同様，学生か有刺鉄線のしﾘ

断，破壊を続け，さらに教職員の制止，退去の警告を

雄視して，校舎内に侵入。フトン，マイク等を搬出し

ました。

　10月13日（月）連日の学生の妨害行為に対し，大学

は，警察の出勤を要請し，機動隊が学内に入り，大学

側立会のもとに，学生会館，第１校舎，策２校合，

１・２・３号館を捜索しました。なお，その際不法侵入

の学生３人か逮捕されました。

　これらの妨害行為が学生寮を拠点として行なわれて

いるのを重視して，学長名で，各寮自治会委員長に言

告文か出されました。

　　　　　　　　警　告　文

　大学は正常化にむけて，学内の整備のため閉鎖中で

あるか，一部の寮では，寮生以外の学生が旅所で入京

したり，また，寮を拠点として投石・乱入などの違法

行為を行なっている。

　寮生諸君はこれらの行為を許さないようまた絶対に

行なわないよう厳重に警告する。

　　昭和44年10月13日

　　　　各寮自治会委員長　殿

　　　　　　　　　　　　ダ明治大学長

一一13－
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　10月14日（火）午後１時から「金岡政治犯会」を学

内生協食堂にて開く予定で学生20～30名がグラウンド

に集り，アジ演説をし，４号館に激しく投石を続けま

した。その後，学生の数も60～70名と増加し投石も激

しくなったので，高木工学部長か学長に代って警告し

ました。その後まもなく学生は学生寮に全員ひきあげ

ました。

　10月15日（水）この日，学内状況の説明，連絡のた

めテレフォン・サービスの第２報を報知しました。

　　　　テレフォン・サービス（第２報）

　こちらは、明治大学です。

　大学は，当面する危機を克服するため，やむを

えず，さる10月９日から当分の間，全学を閉鎖し，

休校中です。この間に，全学バリケード封鎖中に

よって破壊された施設を復旧し，すみやかに，正

常な授業がおこなえるよう，施設の整理を急いで

います。しかし，施設は予想を上回る荒れかたで，

現在では，10月25日前に授業を再開することは，

困郊な状態です。学生諸君は，休校中ですかそれ

ぞれ自習して，授業再開に備えてください。

　なお，家庭あて送りました，学内状況などの印

刷物を受取っていない人のため各校舎でも配布し

ています。

　さらに，６月以降，下宿など本人の住所か変更

した学生は，現住所を，学籍，氏名とともに「郵

便はがき」に記入し，各所屑の学部，大学院，短

期大守写務室あてに郵送し，届け出てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　10月20日（月）和泉校舎では，去る７月６日の社学

同系の内ゲバに関する現場検証かありました。

　10月21日（火）午後１時，和泉正門前で「明大民主

化行動委員会」，「明大民主化闘争委員会」，「明大民主

化連合委員会」の三者共催による集会か開かれ，「r仝

共闘』暴力学生の妄動を糾弾しr安保なくせ』『沖縄

をかえせ』の声を大きく広めよう！」（ちらしの見出

し）のスローガンを掲げ約80名の学生が参集しまし

た。

　10月27日（月）本日よりテレフォン・サービスの弟

３報が，次のような内容で報知されてました。

　　　テレフォン・サービス(第３報)

こちらは明治大学です。

　大学か，全学を閉鎖し，休校してから，すでに，

２週間以上になりますか，授業を再開するために

は，なお，時間が必要で，10月中にはじめること

はできません。

　11月には，部分的にも授業がおこなえるよう準

備をすすめています。

　大学の現状理解のため，学生諸君に近く，学内

状況その５を送りますので，それにより現在にい

たる経過を承知してください。

　これまでの通信で，学内状況などに関する印刷

物を受取っていない学生諸君には，各校舎で配布

していますが，住所か変わり未到着の学生もあり

ますから，こんごのため，最近，住所か変更した

ものは，至急，所属事務室あてに現住所を届けて

ください。

　なお，こんご，授業計画・連絡事項などのお畑

らせは，掲示・郵便・主要新聞紙上の広告，ある

いは，このテレフォン・サービスなどでお知らせ

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

一
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